
「住民のための病院」の住民のための病院」の
充実・発展をめざして実・発展をめざして

＜２＞2014年９月４日

　

今
年
６
月
25
日
、「
労
働
安
全

衛
生
法
の
一
部
改
正
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
、
２
０
１
６
年
６
月

ま
で
の
間
に
順
次
施
行
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
精
神
障

害
の
労
災
認
定
件
数
が
３
年
間
連

続
で
過
去
最
高
を
更
新
（
グ
ラ
フ

参
照
）
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の

充
実
・
強
化
」（
２
０
１
５
年
12

月
ま
で
に
施
行
予
定
）
が
謳
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

改
正
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

①
労
働
者
の
心
理
的
な
負
担
の

程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
医
師
・

保
健
師
に
よ
る
心
理
的
な
負
担
の

程
度
を
把
握
す
る
た
め
の
検
査

（
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
）
の
実
施

を
事
業
者
に
義
務
付
け

　

②
事
業
者
は
、
検
査
結
果
を
通

ローアンの

ススメ㉓㉓

労働安全衛生法一部改正
―メンタルヘルス対策の充実・強化

知
さ
れ
た
労
働
者
の
申
出
に
応
じ

て
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
、
医
師
の
意
見
を

聴
い
た
上
で
、
必
要
な
場
合
に

は
、
作
業
の
転
換
、
労
働
時
間
の

短
縮
な
ど
、
適
切
な
就
業
上
の
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

ま
た
、「
当
該
医
師
等
は
、
あ

ら
か
じ
め
当
該
検
査
を
受
け
た
労

働
者
の
同
意
を
得
な
い
で
、
当
該

保
健
師
・
看
護
師
が
減
ら
さ

れ
、大
阪
府
が
遠
い
存
在
に

　

地
方
自
治
体
の
仕
事
を
考
え
、
深
め
る
た
め
の
連
載
「
住
民
と
考
え
る
地
方
自
治
」

　

第
５
回
目
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
難
病
連
の
髙
橋
喜
義
さ
ん
で
す
。

 

（
聞
き
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香
子
）

ＮＰＯ法人大阪難病連
髙橋　喜義さん

労
働
者
の
検
査
の
結
果
を
事
業
者

に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
」「
面

接
指
導
を
う
け
る
事
を
希
望
す
る

旨
を
申
し
出
た
場
合
、
医
師
に
よ

る
面
接
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
労
働
者
に

対
し
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
記

載
さ
れ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
の
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら

れ
る
か
ど
う
か
、
不
利
益
を
被
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
に

も
あ
る
程
度
対
処
で
き
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

起
き
て
し
ま
っ
た
結
果
に
対
し

て
、
改
正
さ
れ
た
法
律
を
活
用
す

る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
今
回
の

改
正
を
も
と
に
「
予
防
」
で
き
る

労
働
安
全
衛
生
活
動
を
す
す
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

労
働
安
全
衛
生
委
員　

長
池
敦
子

―
こ
ん
に
ち
は
。
ま
ず
初
め
に

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
も
と
も
と
大
阪
市
の

職
員
で
し
た
。
糖
尿
病
を
患

い
、
人
工
透
析
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
闘
病
を
通
じ
て

難
病
連
の
活
動
を
知
り
、
大
阪

難
病
連
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

定
年
退
職
後
、
難
病
患
者
の

活
動
や
社
会
福
祉
の
充
実
を
求

め
る
運
動
を
広
げ
た
い
と
思
い

大
阪
難
病
連
の
理
事
長
を
務
め

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

―
大
阪
難
病
連
の
組
織
と
活
動

者
団
体
、
計
26
団
体
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
か
ら
委

託
を
受
け
て
「
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
も
運
営
し
て
い
ま

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
難

病
啓
発
の
た
め
の
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
年
９
回
行
い
、
学
習

会
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

ら
れ
ま
す
か
。

　

「
難
病
」
と
一
言
で
言
っ
て

も
そ
の
疾
患
は
５
千
〜
７
千
種

類
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
難
病
特
定
疾
患
と

し
て
医
療
費
助
成
が
認
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
56
疾
患

だ
け
で
す
。「
難
病
の
患
者
に

対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法

律
」
は
、
来
年
１
月
に
向
け
て

法
制
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

　

ま
た
、
ピ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
（
※
）

事
業
と
し
て
、
小
児

特
定
慢
性
疾
患
の
相

談
も
受
付
て
い
ま

す
。

　

他
に
は
、
保
健
所

へ
相
談
員
を
派
遣
し

て
の
出
張
相
談
や
府

と
大
阪
市
へ
の
要
望

書
提
出
・
懇
談
な
ど

「
消
費
税
増
税
し
な
い
で
」

「
消
費
税
増
税
し
な
い
で
」  「
町
内
会
・
商
店
街
へ
の
支
援
を
」

「
町
内
会
・
商
店
街
へ
の
支
援
を
」

きずなアンケートきずなアンケート
　　　　第２弾　　　　第２弾

　

大
阪
自
治
労
連
が
、
府
民
の

生
活
実
態
や
府
政
へ
の
要
望
な

ど
を
把
握
す
る
た
め
に
提
起
し

た
「
き
ず
な
ア
ン
ケ
ー
ト
第
２

弾
」
の
と
り
く
み
の
１
つ
と
し

て
「
中
小
業
者
向
け
ア
ン
ケ
ー

ト
」
が
と
り
く
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

府
職
労
と
大
阪
市
労
組
は
、

７
月
12
日
、
13
日
、
15
日
、
16

日
の
４
日
間
、
猛
暑
の
中
で
の

と
い
う
励
ま
し
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

住
民
と
接
近
し

住
民
と
接
近
し

元
気
が
出
た

元
気
が
出
た

　

参
加
者
か
ら
は
「
府
職
員
の

労
働
組
合
で
す
と
あ
い
さ
つ
す

る
と
ほ
と
ん
ど
の
お
店
で
『
ご

苦
労
さ
ん
や
ね
、
職
員
も
大
変

や
け
ど
が
ん
ば
っ
て
や
』
な

ど
、
い
ず
れ
も
歓
迎
ム
ー
ド
だ

っ
た
」「
と
り
く
み
を
通
じ
て

住
民
と
接
近
で
き
た
と
思
う
」

「
系
列
の
保
育
園
に
も
渡
し
て

お
き
ま
す
と
預
か
っ
て
く
れ

た
」「
エ
ア
コ
ン
も
な
い
工
場

の
中
で
、
黙
々
と
作
業
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
少
し
だ
け
手
を

止
め
て
話
を
真
剣
に
聞
い
て
く

れ
た
」「『
労
働
組
合
が
も
っ
と

元
気
に
が
ん
ば
っ
て
』
と
か

『
自
治
体
職
員
と
も
っ
と
話
が

し
た
い
』
な
ど
の
声
も
出
さ
れ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
元
気
の
出
る
と
り
く
み
に

な
り
ま
し
た
。

自
治
体
へ
の
期
待
と

自
治
体
へ
の
期
待
と

あ
き
ら
め
が
…

あ
き
ら
め
が
…

　

８
月
27
日
現
在
、
流
通
・
サ

ー
ビ
ス
54
、
医
療
・
福
祉
19
、

建
設
８
、
製
造
41
、
合
計
１
２

２
の
事
業
所
か
ら
回
答
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

記
述
欄
に
は
「
な
か
な
か
自

治
体
・
地
域
活
動
に
参
加
で
き

な
い
」「
国
の
保
険
制
度
上
、

仕
事
に
見
合
う
報
酬
が
少
な

い
」「
町
内
会
に
対
す
る
支
援

（
人
手
を
出
す
）
を
も
っ
と
積

極
的
に
す
べ
き
」（
医
療
・
福

祉
）、「
燃
料
費
を
下
げ
る
政
策

を
考
え
て
ほ
し
い
」「
消
費
税

を
上
げ
な
い
で
ほ
し
い
」「（
自

治
体
は
）
あ
て
に
し
て
い
な

い
」（
流
通
・
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
）、「
政
府
系
融
資
を
も
っ
と

緩
和
す
べ
き
」「
事
業
継
承
・

人
手
不
足
・
従
業
員
の
高
齢
化

が
今
後
の
課
題
」（
製
造
業
）

な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
住
民
本
位
の
自
治
体
・
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
と
り
く

み
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

正
」
で
は
、
緊
急
性
の
あ
る
疾

患
に
は
、
救
済
措
置
が
取
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
慢
性
疾
患
に
つ

い
て
は
長
期
入
院
で
き
な
い
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
難
病

は
、
生
涯
付
き
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気
で
あ

り
、
難
病
患
者
に
は
と
て
も
厳

し
い
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
定
医
療
機
関
制

度
も
導
入
さ
れ
、
難
病
患
者

数
も
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
と
い
う
視

力
障
害
の
難
病
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

に
よ
る
介
護
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
入
院
す
る
と
ヘ
ル
パ
ー

は
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
代
わ

り
に
看
護
師
さ
ん
に
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
看
護

師
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
中
、
一

人
の
患
者
に
付
き
添
え
る
余
裕

は
な
く
、「
家
族
介
護
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
難
病
患
者
本
人
に
と
っ
て

も
、
家
族
に
と
っ
て
も
負
担
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
保
健

所
も
病
院
も
、
削
っ
て
は
い
け

な
い
と
こ
ろ
を
削
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

―
府
政
に
対
す
る
要
望
は
あ
り

ま
す
か
。

　

大
阪
府
と
交
渉
し
て
い
て

も
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
上
が
決

め
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
進
め
て

い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い

　

府
職
労
は
病
院
労
組
を
中
心

に
「
病
院
利
用
者
・
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
と
り
く
み
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
独
立
行
政
法
人

化
、
非
公
務
員
化
さ
れ
た
府
立

の
病
院
を
と
り
ま
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
「
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」

や
「
医
療
・
介
護
総
合
法
」、

「
府
市
医
療
戦
略
会
議
」
な
ど

を
通
じ
て
、
府
立
病
院
の
役
割

を
「
住
民
の
た
め
の
病
院
」
か

ら「
金
も
う
け
の
た
め
の
病
院
」

へ
と
変
え
よ
う
と
す
る
動
き
も

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

府
職
労
・
病
院
労
組
は
、
府

民
の
い
の
ち
・
健
康
を
守
る
た

た
か
い
の
重
点
課
題
と
し
て
、

「
府
立
病
院
の
利
用
者
や
地
域

住
民
の
声
を
聞
い
て
、
住
民
の

声
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊

　

寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
・
分
析
は
こ
れ
か
ら
で
す

が
、「
安
心
し
て
か
か
れ
る
」

と
い
う
声
が
多
数
あ
る
一
方
、

「
待
ち
時
間
が
長
い
」「
予
約

時
間
を
過
ぎ
て
も
連
絡
が
な

い
」
な
ど
の
不
満
の
声
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
「
夜
間
に
看
護
師
の
不

足
を
感
じ
る
」「
医
師
・
看
護

師
を
増
や
し
て
」
と
い
う
声
も

多
く
、「
看
護
師
増
や
せ
」の
要

求
は
、
利
用
者
・
住
民
も
一
致

す
る
要
求
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

府
職
労
・
病
院
労
組
で
は
、

地
域
の
団
体
や
自
治
会
、
労
働

組
合
な
ど
も
訪
問
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
と
り
く
み
と
地
域
住
民

事
業
所
訪
問
活
動
を
と
り
く

み
、
府
職
労
48
名
、
大
阪
市
労

組
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

４
日
間
で

４
日
間
で

４
０
２
事
業
所
へ

４
０
２
事
業
所
へ

　

12
日
、
13
日
は
天
神
橋
筋
商

店
街
の
各
商
店
を
中
心
に
、
15

日
は
大
阪
市
内
の
医
療
・
福
祉

関
係
の
事
業
所
、
16
日
は
西
成

区
・
住
之
江
区
の
ナ
ニ
ワ
企
業

団
地
を
中
心
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に

入
り
、
４
０
２
事
業
所
（
流
通

・
サ
ー
ビ
ス
２
０
０
、
医
療
・

福
祉
65
、
建
設
21
、
製
造
１
１

６
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し

ま
し
た
。

　

訪
問
し
た
事
業
所
で
は
、
自

治
体
労
働
組
合
が
こ
の
よ
う
な

ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
し
て
い
る

こ
と
に
驚
く
声
も
出
さ
れ
、

「
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
ろ
う
」

中
小
業
者
訪
問
で
自
治
体
へ
の
期
待
感
じ
る

中
小
業
者
訪
問
で
自
治
体
へ
の
期
待
感
じ
る

学習講演会と難病医療相談会学習講演会と難病医療相談会

Ⅰ　学習講演会（10時15分～12時）
　　 「医療・介護総合法で、今後の地域
医療・介護はどう変わるのか」

　　　　講師：大阪府保険医協会
 高本 英司さん
Ⅱ　難病医療相談会
 （15時15分～15時30分）

10月13日（月・祝）エルおおさか

　詳しくは「大阪難病連」ホームページを
見てください。
　参加費は無料、事前申込みが必要ですの
で、参加希望の方は府職労本部まで。
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連載5

住民と考える住民と考える
　　地方自治　　地方自治

＊
―
大
阪
難
病
連
の
組
織
と
活
動

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
阪
難
病
連
は
、
地
域
単
位

の
患
者
団
体
、
疾
患
ご
と
の
患

セ
ン
タ
ー
」
も
運
営
し
て
い
ま

す
。
電
話
で
年
間
約
８
０
０

件
、
面
接
は
約
１
０
０
件
の
相

談
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容

は
、
病
気
そ
の
も
の
の
相
談
や

制
度
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
内
容
に
よ
っ
て

は
、
保
健
所
や
病
院
と
連
携
を

と
り
、
患
者
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。

会
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
「
学
習
講
演
会
」
と

「
難
病
医
療
相
談
会
」（
別

掲
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

―
い
ま
「
難
病
患
者
に
対
す
る

医
療
等
に
関
す
る
法
律
」
や

「
医
療
介
護
総
合
法
」、「
社
会

保
障
改
革
推
進
法
」
な
ど
が
次

々
と
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
ど
ん
な
影
響
が
考
え

法
制
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
法
律
で
は
、
56
疾
患

が
３
０
０
疾
患
に
拡
大
さ
れ
ま

す
。
対
象
疾
患
は
増
え
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
自
己
負
担
が
な

か
っ
た
方
も
、
自
己
負
担
が
で

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
医
療
・
介
護
総
合
法
」

は
、
十
分
な
審
議
も
な
く
、
と

て
も
短
期
間
で
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は
、
医
療
を
必

要
と
す
る
人
た
ち
の
切
り
捨
て

で
す
。「
社
会
保
障
改
革
推
進

法
」
で
は
、「
自
助
・
自
立
」

が
強
調
さ
れ
、「
病
気
は
自
己

責
任
」
と
い
う
考
え
方
が
貫
か

れ
て
い
ま
す
。　

　

医
療
費
の
削
減
は
年
々
す
す

ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
法
「
改

　

８
月
４
日（
月
）〜
６
日（
水
）、

広
島
県
立
総
合
体
育
館
に
て
「
原

水
爆
禁
止
２
０
１
４
年
世
界
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
国
内
は

も
と
よ
り
世
界
各
国
か
ら
政
府
代

表
も
含
め
、
７
千
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
府
職
労
は
組
合
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
代
表
派

遣
カ
ン
パ
」
で
２
名
の
代
表
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　世界の国々での核兵器廃絶をめざすとりくみ
を知り、運動の広がりを実感しました。被爆さ
れた方の「死ぬまで続く苦しみ」という話を聞
き、想像しがたい苦しみに胸が痛みました。
　２日目の分科会は、岩国基地調査行動に参加
しました。東京ドーム170数個分という米軍基
地の広さに驚きました。そして、この基地建設
は大手ゼネコンが請け負っていると聞き、「戦
争する国づくり」が、政府・財界一体ですすめ
られていることを実感しました。
　海兵隊の飛行機部隊として、ここから米軍が
侵略戦争（朝鮮戦争・ベトナム戦争・湾岸戦争
・アフガン戦争・イラク戦争など）を行い、人

を殺すための手助けをしていると思うと恐ろし
さが増してきました。安倍政権の暴走を止める
ことが必要と強く思いました。
　３日目の閉会総会では、被爆70年、核不拡散
条約（NPT）再検討会議が開かれる2015年を
「核兵器廃絶への決定的な転機に」するため、
草の根から広大な世論と運動をつくろうとよび
かける「広島決議」を採択しました。
　最後は、全員での「We shall overcome」
（勝利は必ず）の大合唱で閉会しました。
　私たちの行動は、あきらめないことこそが大
きな運動だと強く感じました。

山本　桃代さん（府職労副委員長）

　１日目は、開会式に出席しました。
日本各地だけではなく世界各国から集
まっていると聞いて感動しました。そ
して、欧米では核縮減・廃絶への関心
がそれほど高くないことを知り、衝撃
を受けました。「知らない」から「関
心を持てない」のだそうです。
　２日目は、分科会に参加しました。
私は「原爆遺跡めぐり」に参加し、被
爆者の体験を聴き、原爆遺跡（広島城
の地下施設、爆心地から700ｍの小学
校など）を巡り、ガイドさんの話を聞
きました。被爆者の高齢化がすすむも
と、語り継ぐ取り組みが大事だと教わ
りました。また、核エネルギーの凄ま
じさも学びました。とても、人間に制
御できるものではないと思いました。
　３日目は、原爆慰霊祭と閉会式に参
加しました。46年ぶりの雨の中、慰霊
祭が行われました。原爆の被害者は、

いまだに正確な数が分かっていないそ
うです。また、原爆が米国の実験で投
下されたことを初めて知りました。尊
い命が、実験のために失われたと思う
と悔しくてたまりません。二度とこん
な愚かなことを起こさないように、努
力することを慰霊碑に誓いました。
　日本国内でも、原爆や戦争の恐ろし
さを知らない人たちが増えています。
「知らない」から「関心を持てない」
のは、恐ろしいことです。「知らな
い」から、集団的自衛権の行使を容認
し、「知らない」から武器を輸出す
る。「知らなかった」で済まされるの
でしょうか。今回の大会で「知る」こ
と「広める」ことの重要性を学びまし
た。私も微力ですが、平和について広
めていく一助になれればと思います。
貴重な機会をいただき、ありがとうご
ざいました。

中曽根 万紀子さん（青年部副部長）

「
知
ら
な
い
」こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
と
実
感

「
知
ら
な
い
」こ
と
は
恐
ろ
し
い
こ
と
と
実
感

核
兵
器
廃
絶
へ
―
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
切

核
兵
器
廃
絶
へ
―
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
切

原水爆禁止2014年原水爆禁止2014年
世界大会in広島世界大会in広島

　
度
も
導
入
さ
れ
、
難
病
患
者

は
、
指
定
さ
れ
た
病
院
へ
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、「
障
害
者
総
合
支

援
法
」
に
よ
り
、
難
病
患
者
も

支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
65
歳
に
な
っ
た

ら
介
護
保
険
に
切
り
替
え
ら

れ
、
本
人
負
担
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

―
大
阪
府
や
自
治
体
に
対
し

て
、
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　

病
院
や
保
健
所
な
ど
自
治
体

機
関
が
遠
く
な
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
難
病
患
者
が
一
番
不
安
な

の
は
「
自
分
は
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
不
安
を
取
り
除
い
て

く
れ
る
の
が
、
相
談
や
制
度
の

手
続
き
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
保
健
師
の
方
た
ち
で
す
。

　

昔
は
、
よ
く
自
宅
訪
問
も
し

て
く
れ
、
細
か
い
こ
と
こ
ろ
ま

で
気
に
か
け
て
も
ら
え
て
、
と

て
も
身
近
な
存
在
で
し
た
。
今

も
も
ち
ろ
ん
相
談
の
対
応
は
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
保
健

所
の
統
廃
合
や
職
員
・
保
健
師

の
削
減
も
あ
っ
て
、
訪
問
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
の

よ
う
で
す
。

　

難
病
医
療
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

も
毎
日
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
は

少
な
く
な
り
、
病
院
の
入
院
日

い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い

ま
す
。
府
職
員
の
み
な
さ
ん
が

職
場
で
い
ろ
ん
な
こ
と
話
し
合

っ
て
、
職
場
の
中
か
ら
も
一
緒

に
声
を
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
要
望
し
て
き
た

「
難
病
セ
ン
タ
ー
」の
設
立
に
つ

い
て
、
２
０
０
０
年
の
府
議
会

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が「
お
金
が
な
い
」と
い
う
理
由

で
、
14
年
経
っ
た
今
も
建
設
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
日
も

早
く
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

大
阪
の
難
病
患
者
は
、
２
０

１
３
年
３
月
末
現
在
、
56
疾
患

で
約
６
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
３
０
０
疾
患
ま
で

広
が
る
と
、
約
１
・
５
〜
２
倍

に
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る

職
員
体
制
が
必
要
で
す
。
や
は

り
、
保
健
所
や
府
立
の
病
院

は
、
公
的
機
関
で
あ
り
信
頼
性

が
高
い
で
す
。
い
っ
そ
う
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

―
府
職
労
へ
の
意
見
、
期
待

　

府
職
労
は
、
住
民
共
同
な
ど

の
取
り
組
み
に
奮
闘
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
期
待
を
込
め
て
言
う
と
、

も
っ
と
共
同
の
輪
を
大
き
く
広

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

住
民
の
声
を
聞
い
て
、
住
民
の

た
め
の
病
院
を
充
実
・
発
展
さ

せ
よ
う
」
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

と
り
く
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

ー
ト
の
と
り
く
み
と
地
域
住
民

と
の
共
同
を
い
っ
そ
う
広
げ
、

府
立
病
院
の
充
実
・
発
展
を
求

め
る
と
り
く
み
を
す
す
め
ま

す
。

と　き：10月10日（金）と　き：10月10日（金）
　　　　19時～20時30分　　　　19時～20時30分
ところ：府職労会議室ところ：府職労会議室
　青年部定期大会を開催します。「労働組
合について」の学習と2015年度の運動方針
を決定します。堅苦しくない青年らしい大
会にしようと考えています。軽食・飲み物
も準備していますので、多くの青年の参加
で楽しく交流しましょう。

　

す
で
に
４
つ
の
病

院
で
と
り
く
み
が
す

す
み
、
１
２
０
０
名

を
超
え
る
患
者
・
利

用
者
・
地
域
住
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
回
答

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
病
院
で
も

非
常
に
協
力
的
で
、

「
も
っ
と
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
」「
こ
こ

の
先
生
や
看
護
師
さ

ん
は
す
ご
く
良
く
し

て
く
れ
る
」
な
ど
の

※　

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
１
９
７
０
年
代
初
め
、

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
自
立
生
活
運
動
の
中
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
自
立
生
活
運
動
は
、
障
害
を
持
つ
当
事

者
自
身
が
自
己
決
定
権
や
自
己
選
択
権
を
育
て
あ
い
、

支
え
あ
っ
て
、
隔
離
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
平
等
に
社
会

参
加
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ピ
ア
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
、
自
立
生
活
運
動
に
お
け
る
仲
間

（
ピ
ア
）
へ
の
基
本
姿
勢
の
よ
う
な
も
の
で
す
。（
全

国
自
立
セ
ン
タ
ー
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

参参加加者者のの感感想想

府職労青年部府職労青年部
第58回定期大会第58回定期大会

府立病院利用者府立病院利用者
地域住民アンケート地域住民アンケート
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